フラット パネル ディテクター CT ガゾウ ： キョウブ タンジュン Xセン シャシン MDCT トノ ハイヤ ケッセツエイ ケンシュツノウ ノ ヒカク by 大谷 秀司
Flat-panel detector computed tomography
imaging : observer performance in detecting
pulmonary nodules in comparison with








フラット パネル ディテクター CT ガゾウ ： キョ
ウブ タンジュン Xセン シャシン MDCT トノ ハイ














Flat-Panel Detector Computed Tomography Imaging:Observer
Performance in Detecting Pulmonary Nodules in Comparison With
















Flat-Panel Detector Computed Tomography Imaging: Observer
Performance in Detecting Pulmonary Nodules m Comparison








































ROC解析では、全ての読影者の平均のROC曲線下面積は、 FPD-CT 0.9818 ± 0.0083、
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(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
フラットパネルディテクターCT、胸部単純Ⅹ線写真、 MDCTによる肺野結節性病変検出能の比
較検討
について検討を行い、以下の点を明らかにした。
1)フラットパネルディテクターCT (FPD-CT)画像は、胸部単純Ⅹ線写真正面像と比べ、肺
結節性病変の検出感度が高かった。胸部単純Ⅹ線写真側面像を評価対象に含めなかった
が、緯異は大きくは変化しないと考えられた。
2)小さい結節はFPD-CT画像でも、検出率は低かった.小結節の検出は読影の際に注意が必
要と考えられた。また、 MDCT、低線量CTとの検出能比較が必要と考えられた。
3) FPD-CT画像は、症例によって表示条件を調整して出力されており、表示条件を変化させ
なかった胸部単純Ⅹ線写真と比べ、検出率に影響がでた可能性があった。ただし、結果
に与えた影響は少ないと考えられた0
4) FPD-CTは被爆線量が低く、肺結節性病変のスクリーニングや短期間の経過観察に役立つ
可能性が示唆された。
5)今後の研究課題としては、 MDCT　低線量CTとの病変検出能比較が挙げられた。
本論文はフラットパネルディテクターCTによる肺野結節性病変検出能について新しい知見
を与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け、博士(医学)の学位論
文に値するものと認められた。
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